
第１章 場合の数と確率 ４・独立な試行の確率

１ １ 独立な試行

（１／５）■ 独立な試行の確率 ■

独立な試行とは？

★知識の整理★

【１】独立な試行

２つの試行Ｓ，Ｔについてそれぞれの結果が互いに影響を与えないとき，試行Ｓ，Ｔは

独立であるという。

（例） 「１枚の硬貨を投げる」試行をＳ，「１個のさいころを投げる」試行をＴと

すると，硬貨を投げる試行とさいころを投げる試行はそれぞれの結果が互い

に影響を与えないから，試行Ｓと試行Ｔは独立である。

【２】独立な試行の確率

２つの試行Ｓ，Ｔが独立であるとき，試行Ｓで事象Ａ，試行Ｔで事象Ｂがともに起こる

確率ｐは，

ｐ＝Ｐ(Ａ)×Ｐ(Ｂ) ‡「場合分けでない」ならば確率どうしをかけあわせる

（例）試行Ｓにおいて「表が出る」事象をＡ，試行Ｔにおいて「２以下の目が出る」

事象をＢとする。

１ ２ １
Ｐ(Ａ)＝ ， Ｐ(Ｂ)＝ ＝ …①

２ ６ ３

「硬貨は表，さいころは２以下が出る」事象をＣとすると

根元事象は２×６通りあるから，ｎ(Ｕ)＝１２

このうち，事象Ｃは，１×２通りあるから，ｎ(Ｃ)＝２

よって，事象Ｃの確率は

ｎ(Ｃ) ２ １
Ｐ(Ｃ)＝ ＝ ＝ …②

ｎ(Ｕ) １２ ６

①と②より，次のことが成り立つ

Ｐ(Ｃ)＝Ｐ(Ａ)Ｐ(Ｂ)

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第１章 場合の数と確率 ４・独立な試行の確率

１ １ 独立な試行

（２／５）■ 独立な試行の確率 ■

◇《独立な試行の確率》 学力化 · ／ ，

★解法の技術★

次の問いに答えなさい。

３ ２ １
(1) Ａ，Ｂ，Ｃの３人がある試験に合格する確率は，それぞれ ， ， であ

５ ３ ２

る。このとき，３人ともが合格する確率を求めなさい。

(2) Ａの袋には赤玉５個と白玉４個，Ｂの袋には赤玉３個と白玉７個が入っている。

Ａ，Ｂの袋から１個ずつ玉を取り出すとき，次の確率を求めなさい。

①２個とも赤玉である確率

②Ａ，Ｂから取り出す玉の色が異なる確率

［考える手順］ ［答 案］

(1) Ａ．Ｂ，Ｃの３人ともが合格する確率

０ 独立試行である確認 Ａ，Ｂ，Ｃの結果は，互いに影響しないので独立であるから，

１ 確率を求める 求める確率は，

（独立な試行の確率） （式） ＝ 答

(2)

０ 独立試行である確認 「Ａから１個取り出す」と「Ｂから１個取り出す」は，互いに影響を

与えないので独立である。

①２個とも赤玉である確率

０ 場合分け 「２個とも赤である」のは，

「Ａから赤１個」，「Ｂから赤１個」取り出す場合である。

★

Ａから赤１個取り出す確率 Ｂから赤１個取り出す確率

１ 条件を図で表す Ａ Ｂ

｛赤５，白４｝ ｛赤３，白７｝

„５Ｃ１ „３Ｃ１

赤① 赤①

(ｐ)

★

２ 条件の確率を求める よって，求める確率は，独立試行の確率より，

× ＝ ＝ 答

（次のページへつづく）Æ
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■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



□□【独立な試行の確率 №１（２／５）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

②Ａ，Ｂから取り出す玉の色が異なる確率

０ 場合分け 「取り出す玉の色が異なる」のは，次の２つの場合があり，互いに

排反である。

［１］Ａから赤，Ｂから白の場合

［２］Ａから白，Ｂから赤の場合

★

［１］Ａから赤，Ｂから白の場合

１ 条件を図で表す Ａ Ｂ

｛赤５，白４｝ ｛赤３，白７｝

„５Ｃ１ „７Ｃ１

赤① 白①

２ 場合の確率を求める (ｐ) × Ï独立試行の確率より

＝ × ＝ ＝

［２］Ａから白，Ｂから赤の場合

１ 条件を図で表す Ａ Ｂ

｛赤５，白４｝ ｛赤３，白７｝

„４Ｃ１ „３Ｃ１

白① 赤①

２ 場合の確率を求める (ｐ) × Ï独立試行の確率より

＝ × ＝ ＝

★

３ 条件の確率を求める ［１］，［２］より，求める確率は，排反事象の加法定理より，

(排反事象の加法定理) ｐ＝ ＋ ＝ 答

【注意】「場合分けのとき」は，排反事象の確率の 和 になり，そうでないときは

独立な試行の確率の 積 になる。
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